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当
す
れ
ば
医
療
関
係
者
で
さ
え
隔

離
。
そ
の
結
果
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
が

不
足
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
数
が
少
な

け
れ
ば
他
人
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
は

な
い
の
が
ウ
イ
ル
ス
学
専
門
家
の
常

識
の
よ
う
だ
。

著
者
は
「
と
こ
ろ
が
常
識
を
知
ら

な
い
医
師
た
ち
の
意
見
で
国
の
政
策

が
決
め
ら
れ
た
。
ウ
イ
ル
ス
学
の
常

識
は
官
邸
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
」
と

ば
っ
さ
り
。

少
な
く
と
も
医
学
界
は
一
枚
岩
と

受
け
取
っ
て
い
た
が
、
内
部
で
は
軋

轢
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

８
割
お
じ
さ
ん
が
提
唱
し
た
人
と
人

と
の
接
触
を
８
割
減
ら
す
の
で
は
な

く
、
人
と
ウ
イ
ル
ス
の
接
触
を
８
割

減
ら
す
の
が
正
解
。
な
る
ほ
ど
目
か

ら
鱗
だ
。

春
の
選
抜
野
球
映
画
館
ス
ポ
ー

ツ
旅
行
な
ど
の
中
止
飲
食
店
の
休

業
。
こ
う
い
っ
た
一
律
の
強
い
自
粛

に
意
味
は
な
か
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
効

果
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
は
異
端
児
と

見
ら
れ
て
い
た
専
門
家
の
見
立
て
を

聞
い
て
み
て
は
ど
う
か
。

（
岡
）

行
動
制
限
の
な
い
大
型
連
休
に
リ

ベ
ン
ジ
と
ば
か
り
ミ
ナ
ミ
も
嵐
山
も

大
に
ぎ
わ
い
。
評
者
も
不
肖
を
詫

び
、
久
方
ぶ
り
の
帰
省
計
画
を
連
絡

し
た
。
と
こ
ろ
が
「
東
京
や
大
阪
は

ち
ょ
っ
と
ね
。
ま
だ
感
染
が
心
配
。

帰
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
、
か
か
っ

た
だ
ろ
う
費
用
分
だ
け
送
金
し
て
。

そ
っ
ち
の
方
が
親
孝
行
に
な
る
と
思

う
わ
」
。
妹
の
強
弁
に
あ
え
な
く
撃

沈
し
た
。

国
は
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
に
舵
を
切
っ

た
。
得
体
の
し
れ
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
過
敏
に
反
応
す
る
の
は
当
た

り
前
だ
が
、
行
き
過
ぎ
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
陽
性
者
と
そ
の
濃
厚

接
触
者
を
徹
底
的
に
あ
ぶ
り
出
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陰
性
で
も
濃
厚
接
触
者
に
該

（
農
業
・
漁
業
）
は
１
２
０
０
万
人

と
産
業
別
で
は
約
３
割
を
占
め
る
基

幹
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
非
効
率
な

経
済
構
造
が
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ

る
。百

五
銀
行
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務

所
の
増
田
丹
所
長
は
巻
末
の
リ
ポ
ー

ト
で
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
の
推
進
に
あ
た

り
、
農
業
・
食
品
分
野
で
技
術
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
付
加
価

値
を
高
め
る
こ
と
が
、
地
方
在
住
の

第
１
次
産
業
従
事
者
の
自
立
を
助

け
、
収
入
増
加
の
機
会
に
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
。５

月
の
大
型
連
休
を
使
い
岸
田
文

雄
首
相
は
東
南
ア
ジ
ア
・
欧
州
５
カ

国
を
歴
訪
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
に
続
い
て
訪
問
し
た
の
は

タ
イ
だ
っ
た
。
今
年
、
日
本
と
修
好

１
３
５
周
年
を
迎
え
た
同
国
に
は
約

６
０
０
０
の
企
業
が
進
出
す
る
地
域

最
大
の
拠
点
。
そ
れ
だ
け
に
日
本
勢

が
得
意
な
食
品
・
農
業
分
野
や
環
境

関
連
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
へ
の
投
資

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

（
緒
）

昨
年
１
月
、
タ
イ
の
プ
ラ
ユ
ッ
ト

首
相
は
①
バ
イ
オ
②
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

（
循
環
型
経
済
）
③
グ
リ
ー
ン



か
ら
と
っ
た
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
」
を
国

家
戦
略
モ
デ
ル
に
据
え
る
と
表
明
し

た
。
狙
い
は
観
光
依
存
経
済
か
ら
の

脱
却
と
コ
ロ
ナ
が
再
発
し
て
も
国
際

的
な
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
。
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
適
合
す
る
政
策

の
一
つ
で
あ
る
。

タ
イ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）
の
中
で
も
外
国
か
ら

の
投
資
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
産

業
の
高
度
化
に
成
功
し
た
。
産
業
別

Ｇ
Ｄ
Ｐ
シ
ェ
ア
（
２
０
１
９
年
度
）

で
は
第
２
次
産
業
33
％
、
第
３
次
産

業
59
％
に
対
し
、
第
１
次
産
業
は
８

％
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
就
業
者
数

無
意
味
な
行
動
制
限
？

こ
の
と
き
一
斎
は
、
15
人
扶
持
（
後
に
20
人
扶
持
に
加

増
）
を
受
け
た
。
す
で
に
学
者
と
し
て
高
名
に
な
っ
て
い

た
一
斎
に
と
っ
て
は
、
低
す
ぎ
る
扱
い
で
は
あ
っ
た
が
、

何
よ
り
も
失
わ
れ
た
名
誉
を
回
復
で
き
た
、
と
い
う
意
味

で
、
一
斎
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
岩
村
藩
（
現
在
の
岐
阜
県
恵
那
市
岩

村
町
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。
一
斎
を
信
奉
す

る
沢
山
の
人
々
が
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
岩
村
は
巌
邑
と
も
書
く
。
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
で
名

古
屋
か
ら
小
１
時
間
で
恵
那
駅
に
着
き
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
明
知
線
に
乗
り
換
え
て
25
分
ほ
ど
で
岩
村
駅
に
着
く
。

実
は
、
先
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
、
佐

藤
健
と
永
野
芽
都
が
主
演
の
「
半
分
青
い
」
が
放
映
さ
れ

た
が
、
そ
れ
が
ま
さ
に
こ
の
岩
村
町
を
舞
台
に
し
た
も
の

だ
っ
た
。
同
年
同
月
同
日
生
ま
れ
の
男
女
２
人
が
、
愛
し

合
い
な
が
ら
も
な
か
な
か
結
ば
れ
な
い
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
で
、
視
聴
者
を
や
き
も
き
さ
せ
た
。
そ
の
人
気
も
あ
っ

て
か
、
放
映
後
は
１
０
０
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
た
と

い
う
。

特
産
品
の
五
平
餅
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
お
蕎
麦
屋
さ

ん
は
死
ぬ
ほ
ど
天
ぷ
ら
そ
ば
用
の
天
ぷ
ら
を
揚
げ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
今
で
は
元
通
り
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇
ま

い
に
戻
っ
て
い
る
。

岩
村
の
町
中
を
10
分
も
歩
く
と
、
町
全
体
が
わ
か
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
小
さ
い
。
御
嶽
山
や
恵
那
山
な
ど
、
南
ア
ル

プ
ス
に
連
な
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
狭
い
盆
地
の
町
。
領
内

の
米
の
取
れ
高
は
３
万
石
と
さ
れ
て
い
た
が
、
静
岡
な
ど

２
カ
所
の
飛
地
の
１
万
石
を
併
せ
た
も
の
で
あ
り
、
東
南

の
方
向
に
お
城
山
が
聳
え
、
全
体
と
し
て
日
照
時
間
を
制

限
し
て
い
る
。

そ
こ
に
あ
る
岩
村
城
は
日
本
三
大
山
城
の
１
つ
と
も
言

わ
れ
、
別
名
「
霧
ヶ
城
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
敵
が
攻
め
て

く
る
と
、
秘
蔵
の
蛇
骨
を
山
の
中
腹
に
あ
る
「
霧
ヶ
井
」

に
投
入
す
る
。
す
る
と
辺
り
一
面
に
霧
が
湧
き
、
敵
を
幻

惑
し
た
、
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

現
在
で
も
、
雨
の
前
後
に
は
濃
い
霧
が
発
生
し
て
、
お

城
山
全
体
を
覆
う
日
が
多
く
、
か
の
竹
田
城
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
幻
想
的
な
光
景
が
浮
か
ぶ
の
だ
。

こ
の
霧
ヶ
城
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
秘
話
と
し
て
は
、
戦

国
時
代
に
織
田
信
長
の
出
城
と
し
て
、
武
田
信
玄
と
対
峙

し
て
い
た
が
、
そ
の
城
主
と
は
織
田
信
長
の
叔
母
に
あ
た

る
女
城
主
・
つ
う
（
故
遠
山
影
任
の
妻
）
だ
っ
た
。
桜
で

有
名
な
高
遠

た
か
と
う

（
長
野
県
）
の
城
主
で
あ
る
秋
山
信
友
（
晴

近
）
が
、
武
田
方
と
し
て
岩
村
城
を
取
り
囲
ん
で
い
た

が
、
篭
城
す
る
女
城
主
に
文
を
送
り
、

「
人
間
生
き
て
い
る
の
は
ほ
ん
の
一
瞬
に
過
ぎ
な
い
の

だ
か
ら
、
戦
い
を
止
め
て
将
兵
の
命
を
救
い
、
私
と
貴
女

と
は
結
婚
し
て
仲
良
く
暮
ら
そ
う
で
は
な
い
か
」

と
説
得
し
た
。
和
平
の
申
し
込
み
と
同
時
に
、
恋
文
だ

っ
た
。

日
本
の
技
術
に
出
番
あ
り
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平
展
開
す
る
。
会
社
間
で
の
出
向

を
強
化
す
れ
ば
グ
ル
ー
プ
内
の
シ

ナ
ジ
ー
創
出
も
見
込
め
る
。
「
Ｉ

Ｔ
人
材
は
五
感
を
刺
激
す
る
必
要

が
あ
る
」
（
品
川
部
長
）
。
現
在

は
Ｉ
Ｔ
新
規
配
属
者
の
合
同
研
修

の
渦
中
に
あ
り
、
８
月
ま
で
み
っ

ち
り
続
く
と
い
う
。

育
成
す
る
の
は
開
発
側
だ
け
で

は
な
い
。
装
置
産
業
で
あ
る
金
融

機
関
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
「
発

注
す
る
側
」
に
も
知
識
や
ス
キ
ル

が
要
り
、
学
び
を
体
系
的
に
得
ら

れ
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

ニ
ッ
セ
イ
Ｉ
Ｔ
人
財
開
発
室
の

平
井
繁
行
室
長
は
「
20
年
度
に
保

険
Ｓ
Ｅ
、
開
発
担
当
者
の
育
成
機

関
『
Ｉ
Ｔ
ア
カ
デ
ミ
ー
』
を
立
ち

上
げ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
に
コ
ン
テ

ン
ツ
や
知
見
を
移
植
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。
曽
我
部
伸
一

チ
ー
フ
も
「
Ｉ
Ｔ
系
で
も
技
術

系
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
、
デ
ジ
タ

ル
系
の
３
カ
テ
ゴ
リ
、
こ
れ
に
加

え
ヒ
ュ
ー
マ
ン
系
、
階
層
別
な
ど

80
以
上
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
ま
す
」
と
重
ね
る
。

す
で
に
23
年
度
入
社
の
新
卒
採

用
が
口
火
を
切
り
、
金
融
機
関
で

は
Ｉ
Ｔ
関
連
に
秀
で
る
学
生
の
争

奪
戦
も
激
し
さ
が
増
す
。
「
Ｉ
Ｔ

系
志
望
者
に
良
い
影
響
が
出
そ

う
。
自
分
が
成
長
で
き
る
機
会
や

研
修
の
充
実
を
訴
求
で
き
ま
す
」

（
上
田
執
行
役
員
）
と
期
待
と
自

信
を
見
せ
る
。

に
は
ニ
ッ
セ
イ
プ
ラ
ス
少
額
短
期

の
営
業
も
開
始
、
グ
ル
ー
プ
全
体

で
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え

る
。
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
も
そ
れ
ぞ

れ
が
担
う
部
分
が
少
な
く
な
か
っ

た
が
、
重
要
性
が
高
ま
る
中
で
グ

ル
ー
プ
間
の
垣
根
を
な
く
し
て
シ

ナ
ジ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
て
い
る
。

日
生
の
シ
ス
テ
ム
支
援
を
す
る

ニ
ッ
セ
イ
Ｉ
Ｔ
に
は
こ
れ
ま
で
の

業
務
見
識
と
シ
ス
テ
ム
構
築
経
験

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
積
み

上
が
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
グ
ル
ー
プ

約
３
０
０
０
人
の
Ｉ
Ｔ
人
材
に
水

ペ
ー
ス
を
重
視
す
る
な
ど
、
自
由

な
発
想
を
生
む
細
部
に
こ
だ
わ
り

デ
ザ
イ
ン
思
考
に
つ
な
げ
る
。
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
も
Ａ
Ｉ
が
搭
載

さ
れ
「
賢
い
」
の
が
自
慢
。
充
実

の
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
も
部
署
を
問
わ

な
い
人
脈
形
成
に
一
役
買
う
。
自

由
に
選
べ
て
無
料
で
利
用
で
き
る

飲
料
マ
シ
ン
も
円
滑
、
闊
達
な
議

論
を
促
し
そ
う
だ
。

日
本
生
命
は
傘
下
に
大
樹
を
は

じ
め
銀
行
窓
販
専
門
の
ニ
ッ
セ
イ

・
ウ
ェ
ル
ス
、
保
険
シ
ョ
ッ
プ
に

手
軽
な
医
療
保
険
を
卸
す
は
な
さ

く
の
３
生
保
を
も
つ
。
４
月
５
日

全
体
で
多
岐
に
活
用
す
る
『
場
』

で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
創
り
込

み
ま
し
た
」
と
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な

交
流
広
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
。
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｔ
開
発
に
は
、
触

れ
る
、
体
感
す
る
要
素
が
大
切
。

た
と
え
ば
音
楽
な
ど
趣
味
の
領
域

で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
実

践
演
習
で
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
工

夫
も
あ
る
。

教
室
的
な
建
て
付
け
を
避
け
て

な
る
べ
く
明
る
い
色
調
に
す
る
、

他
社
の
同
様
の
施
設
で
は
数
多
く

配
置
す
る
「
個
室
ブ
ー
ス
」
を
２

つ
と
最
低
限
に
し
て
オ
ー
プ
ン
ス

年
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
５
カ
年
計
画

で
は
「
自
社
シ
ス
テ
ム
の
安
定
運

用
で
責
任
を
果
た
し
、
先
端
技
術

で
顧
客
に
便
利
で
快
適
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
２
方
向
の
対
応
が

必
要
」
（
上
田
執
行
役
員
）
と
の

立
ち
位
置
で
成
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
地
図
を
描
く
。

ト
レ
ジ
ャ
ー
ス
ク
エ
ア
は
都
内

大
田
区
の
蒲
田
駅
近
く
の
ニ
ッ
セ

イ
ア
ロ
マ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
に
あ

る
。
ビ
ル
名
と
、
知
識
・
ス
キ
ル

・
グ
ル
ー
プ
間
の
人
脈
と
い
っ
た

新
し
い
宝
が
得
ら
れ
る
と
い
う
意

味
を
か
け
合
わ
せ
て
命
名
し
た
。

も
と
は
同
ビ
ル
全
体
の
社
食
が
あ

り
延
床
面
積
は
６
２
５
・
91
平
方

㍍
と
広
い
。
最
大
１
５
０
人
が
受

講
で
き
る
研
修
ス
ペ
ー
ス
や
配
信

ス
タ
ジ
オ
で
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
研
修
を
効
率
的

に
実
施
す
る
。
大
阪
に
あ
る
研
修

所
と
も
つ
な
が
る
な
ど
臨
場
感
を

も
た
せ
る
。
初
期
費
用
は
約
１
億

７
０
０
０
万
円
で
整
備
初
期
費
用

や
経
常
費
用
は
日
生
が
一
時
負
担

し
て
利
用
料
を
徴
収
す
る
。

ニ
ッ
セ
イ
Ｉ
Ｔ
開
発
競
争
力
革

新
部
の
品
川
輝
部
長
は
「
研
修
設

備
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た

デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
グ
ル
ー
プ

管
理
が
必
須
だ
。
顧
客
対
応
だ
け

で
な
く
社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
も
急
務
で

高
度
な
技
術
を
も
つ
Ｉ
Ｔ
人
材
の

確
保
、
育
成
は
不
可
欠
だ
。
清
水

博
社
長
の
肝
入
り
で
進
行
中
の
23

保
障
商
品
を
扱
う
生
保
会
社
の

シ
ス
テ
ム
は
長
期
間
の
内
容
の
記

録
、
支
払
い
の
正
確
さ
や
迅
速

化
、
繊
細
な
個
人
情
報
を
扱
う
た

め
の
厳
格
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
や

日本生命･ニッセイＩＴ

堅
ろ
う
性
と
機
動
性
の
双
方
を
追
求

ＩＴ人材
研修施設｢ ｣
ＩＴ人材
研修施設｢ ｣
ＩＴ人材
研修施設｢ ｣
ＩＴ人材
研修施設｢ ｣
ＩＴ人材
研修施設｢ ｣

グループ一体で人財高度化グループ一体で人財高度化

に必要な改善、さらに運用の弾

力性やセキュリティなど、職場

の幅広いニーズに対応中には

収益に直結しない、単に競争力

を維持するために行っているこ

ともあるので、これをテーブル

・ステークス（最低限必要な投

資）と呼んでいる。その他の投

資は、製品やサービスに対する

具体的な改善で、多くの場合、

明確な利益をもたらす。20億ド

ルの経費のほぼすべてが、

やその他の重要な利益について

分析・研究されている。これら

の経費を近代化あるいは新技術

の採用と呼ぶ人がいるが、最新

のプラットフォームを導入すれ

ば、費用が劇的に減少するよう

なことはほとんどない。実際、

これらの費用を分析する際に

は、製品やサービスを構築する

ためのコストだけでなく、将来

的にそれを維持するためのコス

トも考慮する」としている。

最後に、ニュースによ

ると「モルガンの支出で目

立つ大きな項目は、既に手掛け

ている海外展開に関するもの

だ。ダイモンはすでに米

国内に物理的に存在する支店網

の仮想版をゼロから作ることが

海外進出の正しい方法だと述べ

ている。デジタル世界には、米

国外に消費者向け銀行を設立す

る機会があり、時間をかけて非

常に競争力のあるものにできる

と考えている」。

の新技術。このイノベーション

の最前線にいる我々は、

というブロックチェーンネット

ワークを使って、銀行が複雑な

情報を共有できるようにしてい

るし、コインでトークン

化した米ドル預金を移動させる

のにもブロックチェーンを利用

している」と述べている。

次には｢モルガン

・チェースの最近の決算説明会

で(資産規模が)3兆7600億ドル

の同銀行は、年間テクノロジー

予算を2020年比で26％増の120

億ドルに増やす計画であること

を発表した。技術予算の増加に

よって予想される費用は合計で

60億ドル、8％増の770億ドルに

なり、今年とおそらく2023年に

収益目標を達成できない可能性

がある」と指摘した。ダイモン

は「これらの投資（技術

投資）の中には、会社の健全性

を維持するために行わなければ

ならないものがある。規制要件

やサイバーセキュリティのため

毎年恒例となっているモ

ルガン・チェース銀行ダイモン

から株主への書簡の内容

と決算報告での発言に注目が集

まっている。

ニュースのヘッドラインから

その概要を見ると、4月4日付け

のは〝ジェイミー・ダ

イモンによる株主への年次書簡

でテクノロジーが語られる〟、

7日付けのは〝分散型金融

とブロックチェーンは現実とダ

イモン〟、続いて12日付

けでニュースが〝モ

ルガンはウォール街で最大の支

出問題を抱えている〟と各紙が

報道している。

最初に、は「昨年の今

頃、金融スタートアップは〝銀

行にとって巨大な競争上の脅

威〟であり、自分の銀行はフィ

ンテックに〝恐れおののく〟べ

きであると言っていた。今回

は、〝銀行同士、シャドーバン

ク、フィンテック、大手テクノ

ロジー企業との競争が激化して

おり、米国および世界の金融シ

ステムにおいて銀行や上場企業

の役割が低下している〟と述べ

ている。特に、と呼ばれ

る分散型金融などのブロックチ

ェーンベースのトレンドの採用

により、銀行はその利益を見出

すべきだと主張。分散型金融と

ブロックチェーンは、許可され

ているかどうかに関わらず、公

的にも私的にも展開可能な現実

行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
成
果
が
な
か
な
か
上
が

ら
ず
そ
の
苛
立
ち
か
ら
チ
ー
ム
へ
も
厳
し
く
あ
た

っ
て
し
ま
っ
た
。
辞
め
て
い
く
メ
ン
バ
ー
も
出
る

中
ど
う
チ
ー
ム
を
率
い
て
い
く
べ
き
か
、
も
が
き

苦
し
む
日
々
が
続
い
た
。

チ
ー
ム
が
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
、
そ
の
存
続
さ
え

危
う
い
状
況
で
よ
う
や
く
周
囲
や
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
助
言
、
提
言
も
あ
り
、
チ
ー
ム
づ
く
り
、
カ
ル

チ
ャ
ー
融
合
の
大
切
さ
に
気
付
き
事
態
が
急
激
に

改
善
し
た
の
だ
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
１
８
０
度
方
針
を
変

え
、
数
字
を
追
う
の
は
一
旦
や
め
た
。
「
良
い
チ

ー
ム
と
は
」
と
い
う
定
義
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
イ
ル
を
大
き
く
変
革
し
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
な

ほ
ど
に
良
い
採
用
が
出
来
、
案
件
機
会
も
増
え
る

な
ど
成
功
の
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
。

目
標
達
成
以
前
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
醸
成
が
重
要

と
認
識
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
チ
ー
ム
が
大
き
く
変

わ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
私
の
認
識
と
同
じ
く
、
ま

さ
に
ｎ
Ｃ
ｉ
ｎ
ｏ
米
国
本
社
の
経
営
陣
の
方
針

も
、
「
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

ｉ
ｓ

ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
（
カ
ル
チ
ャ
ー
が
す
べ
て
）
」
な
の

だ
。失

敗
経
験
を
経
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
サ
イ
ク
ル
転

換
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
組
織
づ
く

り
が
成
功
モ
デ
ル
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
い

る
。金

融
機
関
へ
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
良
い
組
織
づ
く
り
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
。

（
の
む
ら
・
い
つ
き
＝
ｎ
Ｃ
ｉ
ｎ
ｏ
代
表
取
締

役
社
長
）

ｎ
Ｃ
ｉ
ｎ
ｏ
は
２
０
１
１
年
末
に
米
国
で
創
業

し
、
銀
行
向
け
に
融
資
業
務
変
革
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
会
社
だ
。
全
世
界
で
１
７
５

０
以
上
の
金
融
機
関
に
採
用
頂
き
、
日
本
法
人
は

２
０
１
９
年
末
に
設
立
し
た
。

日
本
法
人
の
立
ち
上
げ
以
来
、
当
社
が
日
本
の

金
融
機
関
に
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す
る
た

め
に
重
要
視
を
し
て
い
る
の
が
チ
ー
ム
作
り
だ
。

良
い
チ
ー
ム
に
は
様
々
な
定
義
が
あ
る
が
、
当
社

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
と
し
て

「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
に
。
謙
虚
に
。
正
直
に
」
を
掲
げ
て

い
る
。

チ
ー
ム
に
属
す
る
様
々
な
社
員
が
ど
ん
な
人
生

観
、
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
け
て
ど
ん
な
困
難

に
直
面
し
て
い
る
か
、
常
に
新
鮮
な
状
態
で
共
有

し
合
う
カ
ル
チ
ャ
ー
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

そ
う
し
た
正
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
さ
え
あ
れ
ば
、

結
果
と
し
て
お
客
様
や
パ
ー
ト
ナ
ー
様
へ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
最
大
化
さ
れ
、
信
頼
関
係
の
延
長

線
と
し
て
よ
り
良
い
ビ
ジ
ネ
ス
、
さ
ら
に
は
一
緒

に
働
き
た
い
と
思
え
る
仲
間
の
採
用
も
実
現
す

る
。私

が
カ
ル
チ
ャ
ー
の
重
要
性
に
気
付
い
た
の

は
、
過
去
に
大
き
な
失
敗
を
経
た
か
ら
だ
。

前
職
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ

ろ
、
数
字
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
ば
か
り
に
目
が

野村 逸紀

カルチャーがすべて

フィンテック最新事情
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年間テクノロジー予算120億ドル ＪＰモルガン･チェース
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②
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③
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⑤
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⑥
(

⑦
(

⑧
(

⑨
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⑩
(伊坂幸太郎

5月10日（日販調べ）
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マスカレード・ゲーム

同志少女よ、敵を撃て
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ジェイソン流お金の増やし方

マイクロスパイ・アンサンブル

500

1,650

1,900

730

900

600
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982

1,300

1,300

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

デアゴスティーニ･ジャパン
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①
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②
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③
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④
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⑥
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⑦
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⑧
(小坂流加

⑨
(一条岬

⑩
(東野圭吾

流浪の月

死刑にいたる病

女のいない男たち

三千円の使いかた

後宮の烏（7）

八本目の槍

スイート・ホーム

余命10年

今夜、世界からこの恋が消えても

沈黙のパレード

740

740

680

700

600

800

700

620

630

810

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

東京創元社

早 川 書 房

文 藝 春 秋

中央公論新社

集 英 社

新 潮 社
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)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

◇ ◇

(７)

｢

半
分
青
い｣

の
舞
台

み
の

ご
さ
く

に
し
ぼ
り
み
ほ
こ
画

日
本
生
命
と
シ
ス
テ
ム
子
会
社
の
ニ
ッ
セ
イ
情
報
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
ニ
ッ
セ
イ
Ｉ
Ｔ
）
が
Ｉ
Ｔ
人
材
に
特
化

し
た
研
修
施
設
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ

(

ト
レ
ジ
ャ
ー
ス
ク
エ
ア)

を
新
た
に
開
設
し
た
。
金
融

機
関
の
Ｉ
Ｔ
活
用
が
問
わ
れ
る
中
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で

人
材
の
高
度
化
を
図
り
一
体
で
Ｄ
Ｘ
を
推
し
進
め
る
。

Ｉ
Ｔ
統
括
部
長
の
上
田
哲
也
・
執
行
役
員
は
「
Ｉ
Ｔ
に

特
化
し
た
採
用
枠
も
広
げ
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境

で
高
い
教
育
を
受
け
て
も
ら
い
グ
ル
ー
プ
全
体
で
幅
と

深
み
が
あ
る
Ｉ
Ｔ
領
域
展
開
を
め
ざ
し
ま
す｣

と
語
る


「
命
」
を
象
徴
す
る
〝
桃
〟
が
数
多
く
並
ぶ
（
前
列
右
か
ら
時
計
回

り
に

上
田
哲
也
氏
、
品
川
輝
氏
、
曽
我
部
伸
一
氏
、
平
井
繁
行
氏)

正面入口には大画面と豊富な関連書籍が並ぶ

明るい色調で多岐に活用する交流の場に

ダイモンＣＥＯの一挙手一投

足に注目が寄せられている
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